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内集団ひいき行動はなぜ起きるのか？

――――――――――――――――――――――――――

なぜ、人間は自集団を優遇するような行動をとるのか？従来、それは政治的な理由、宗教的な理由などの明確かつ重大な理由があってのものだと考えられていた。しかし、タジュフェルらは、最小条件集団というきわめて些細かつ単純な理由でカテゴライズされた集団にすら内集団ひいき行動が現れる事を明らかにした。それに対し山岸俊男らは、相互依存関係がない集団こそが最小条件集団であると主張した。本研究は、内集団ひいき行動に関するタジュフェルおよび山岸俊男らの研究に対して新しいアプローチを試みるものである。

タジュフェルおよび山岸俊男らの実験で採用された最小条件集団というものは、相互依存関係の有無という点で相違があるものの、被験者をただ１つの属性によって分類するという点では共通している。だが、このように明確な基準で分類された被験者たちは、厳密な意味での最小条件集団にはなりえないのではないだろうか。なぜなら、自集団との共通点や他集団との相違点が明確であるこのような集団内では、自集団に対する親近感が生まれ、被験者の行動に影響を及ぼす可能性があるからだ。私は、このような被験者間の親近感を除去した状態こそが、本当の意味での最小条件集団であると考えた。

そこで私は、複数の条件を用いて被験者を分類することで、「自集団・他集団が持つそれぞれの属性」、「自分と自集団との共通点」を不明瞭な状態にした実験を行った。その結果、被験者たちは公平的行動をとった。また、自集団に対する親近感を抱いていたと思われる被験者ほど内集団ひいき行動をとることも判明した。

社会的アイデンティティー理論が提唱される基盤となったタジュフェルの実験内の被験者には、既に仲間意識が存在していたこと、また山岸俊男が内集団ひいき行動生起の原因と考えた相互依存関係というものは、それ自体は直接的な原因にはならないことが分かった。

